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は
じ
め
に

　

２
０
２
０
年
、
中
国
の
武
漢
で
最
初

に
報
告
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
）
に
よ
る
感
染
症

は
瞬
く
間
に
世
界
に
広
が
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
強
い
病
原

性
に
よ
っ
て
全
世
界
を
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
れ
ま
で
に
長
い

年
月
を
か
け
て
構
築
さ
れ
て
き
た
医
薬

品
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
物
資
の
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
分
断

し
、
マ
ス
ク
や
医
療
用
ガ
ウ
ン
、
消
毒

液
や
医
薬
品
、
人
工
呼
吸
器
、
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
診

断
や
治
療
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
資
材
の

不
足
を
招
い
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
と
し
て
、
２
大
経
済
大
国
で
あ
る

米
中
の
関
係
は
更
に
悪
化
し
、
ア
メ
リ

カ
の
み
な
ら
ず
日
本
を
含
む
西
側
諸
国

の
多
く
が
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
製

造
業
の
国
内
回
帰
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
脱
中
国
化
を
促
す
事
態
に
至
っ

た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
有
効
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
し

て
、
中
国
で
は
２
０
２
０
年
７
月
に
国

産
ワ
ク
チ
ン
の
緊
急
使
用
が
許
可
さ
れ

た
。
ま
た
、
同
年
８
月
11
日
に
は
世
界

に
先
駆
け
て
ロ
シ
ア
が
国
産
ワ
ク
チ
ン

の
承
認
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
両
国

は
自
国
の
ワ
ク
チ
ン
を
外
交
手
段
と
し

て
活
用
し
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル

ナ
の
ワ
ク
チ
ン
の
米
国
内
で
の
緊
急
使

用
が
認
め
ら
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
12

月
の
こ
と
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
中
国
、

ロ
シ
ア
、
米
国
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
同
定
さ
れ
て
か
ら
い
ず
れ
も
１
年
以

内
に
ワ
ク
チ
ン
が
製
品
化
さ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
は

そ
れ
か
ら
２
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在

（
２
０
２
３
年
４
月
）
に
お
い
て
も
純

国
産
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
一
品
目
も
承

認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
の
医
療
関

連
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
な
ら
び
に

ワ
ク
チ
ン
開
発
支
援
体
制
の
脆
弱
性
が

改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
今
後
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分

類
は
５
類
と
さ
れ
、
ま
さ
し
く
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
こ
の
先
も
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
突
然

変
異
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
エ
ボ

ラ
出
血
熱
な
ど
高
病
原
性
を
有
す
る
新

興
・
再
興
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出
現
、

更
に
は
か
ね
て
か
ら
世
界
的
に
警
鐘
が

鳴
ら
さ
れ
て
い
る
薬
剤
耐
性
菌
（
Ａ
Ｍ

Ｒ
）
の
蔓
延
は
人
類
の
脅
威
以
外
の
何

物
で
も
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

必
須
医
薬
品
の
確
保
、
新
興
・
再
興
感

染
症
や
薬
剤
耐
性
菌
の
克
服
に
向
け

て
、
わ
が
国
の
医
薬
品
産
業
が
採
り
う

る
貢
献
策
や
そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
と
国
家
支
援
へ
の
期
待
に
つ
い
て
論

じ
て
み
た
い
。

経
済
安
全
保
障
と
抗
菌
性
物
質

製
剤

　

２
０
２
２
年
５
月
11
日
、
わ
が
国
に

お
い
て
「
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず

　

山
口
道
利
1
・
馬
欣
欣

わが国の安全保障と医薬品

田前 雅也
日本製薬団体連合会　国内生産確保プロジェクトリーダー

（Meiji Seikaファルマ株式会社　生産本部副本部長）
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る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
に
関

す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
経
済
安
保
推
進

法
）」
が
成
立
し
た
。
同
法
は
「
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
、
基
幹
イ
ン

フ
ラ
の
強
化
、先
端
技
術
開
発
の
促
進
、

特
許
の
非
公
開
化
」
の
４
本
の
柱
か
ら

な
る
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭

化
に
関
し
て
は
、
国
民
の
生
存
や
、
国

民
生
活
・
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
の

あ
る
物
資
の
確
保
を
図
る
た
め
、
特
定

重
要
物
資
の
指
定
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
供
給
確
保
計
画
の
認
定
、
国
産
化
の

取
組
に
対
す
る
助
成
金
の
支
給
な
ど
、

政
府
と
し
て
特
別
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
12

月
23
日
に
は
、
抗
菌
性
物
質
製
剤
で
あ

る
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
抗
生
物
質
２
剤
（
タ

ゾ
バ
ク
タ
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ピ
ペ
ラ
シ

リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
配
合
剤
、
ス
ル
バ

ク
タ
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ア
ン
ピ
シ
リ
ン

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
配
合
剤
）、
セ
フ
ァ
ロ

ス
ポ
リ
ン
系
抗
生
物
質
２
剤
（
セ
フ
ァ

ゾ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
セ
フ
メ
タ
ゾ
ー

ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
が
特
定
重
要
物
資
に

指
定
さ
れ
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
製
剤
に

用
い
る
原
薬
の
国
産
化
を
図
ろ
う
と
す

る
事
業
者
の
募
集
（
供
給
確
保
計
画
の

申
請
受
付
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

抗
菌
性
物
質
製
剤
の
注
射
剤
は
外
科

手
術
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
、
肺
炎

な
ど
の
重
症
感
染
症
の
治
療
、
更
に
は

が
ん
患
者
の
免
疫
低
下
に
よ
る
易
感
染

状
態
の
管
理
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
必
須

医
薬
品
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
る
が
、
今
回
特
定
重
要
物
資

に
指
定
さ
れ
た
セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
ナ
ト
リ

ウ
ム
は
２
０
１
９
年
、
長
期
に
わ
た
り

医
療
現
場
か
ら
消
え
た
。
原
薬
へ
の
異

物
混
入
が
見
ら
れ
た
上
に
原
薬
の
出
発

物
質
を
製
造
し
て
い
る
中
国
の
サ
プ
ラ

� 社会保険旬報　No.2888  2023. 4. 11 4

図１　わが国の輸入原薬の金額ベースでの国別構成比

出典：財務省貿易統計
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イ
ヤ
ー
が
突
然
、
操
業
を
停
止
し
た
こ

と
が
そ
の
理
由
で
あ
り
、
供
給
再
開
に

は
一
年
近
く
を
要
し
た
。
こ
の
こ
と
を

受
け
、
２
０
２
０
年
に
は
公
益
財
団
法

人
日
本
感
染
症
医
薬
品
協
会
に
β
ラ
ク

タ
ム
系
抗
菌
薬
原
薬
国
産
化
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
産
官
学
を
挙
げ
て
β
ラ
ク

タ
ム
系
抗
菌
薬
の
国
産
化
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
β
ラ
ク
タ
ム
系
抗
菌
薬
は
そ
の

化
学
構
造
式
に
β
ラ
ク
タ
ム
環
と
い
う

限
れ
ば
、
中
国
か
ら
の
輸
入
が
ほ
ぼ
１

０
０
％
で
あ
る
（
図
１
）。

　

１
９
９
０
年
代
初
頭
ま
で
は
日
本
の

製
薬
企
業
は
抗
菌
性
物
質（
抗
生
物
質
）

の
開
発
、
生
産
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

お
り
、
そ
の
原
薬
を
世
界
に
向
け
て
輸

出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
度
重
な
る
薬

価
改
定
に
よ
り
採
算
が
合
わ
な
く
な

り
、
原
薬
の
製
法
を
中
国
に
技
術
移
転

し
た
上
で
、
１
９
９
０
年
代
後
半
以
降

は
中
国
か
ら
の
輸
入
に
切
り
替
え
る
こ

と
と
な
る
。
図
２
は
今
回
、
特
定
重
要

物
資
に
指
定
さ
れ
た
４
剤
の
薬
価
収
載

時
か
ら
現
在（
２
０
２
２
年
４
月
時
点
）

に
至
る
薬
価
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
先
述
の
セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
至
っ
て
は
、収
載
時
の
薬
価（
２

９
６
０
円
）
が
10
分
の
１
以
下
の
２
６

３
円
ま
で
下
落
し
て
い
る
。

　

医
療
上
欠
か
せ
な
い
抗
菌
性
物
質
製

剤
は
今
回
、
特
定
重
要
物
資
に
指
定
さ

れ
た
４
剤
に
留
ま
ら
な
い
。
日
本
感
染

症
学
会
、
日
本
化
学
療
法
学
会
な
ど
、

感
染
症
関
連
学
会
は
抗
菌
薬
が
供
給
不

足
に
陥
る
構
造
を
整
理
（
図
３
）、
２

０
１
９
年
８
月
に
は
連
名
で
厚
生
労
働

大
臣
に
要
望
書
を
提
出
し
、
感
染
症
治

療
に
不
可
欠
な
10
種
類
の
抗
菌
性
物
質

（
表
１
）
をK

ey D
rug

と
し
て
指
定

構
造
を
有
し
、
今
回
、
特
定
重
要
物
資

に
指
定
さ
れ
た
４
剤
は
現
在
も
代
表
的

な
β
ラ
ク
タ
ム
系
抗
菌
薬
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
発
酵
技
術
に
よ
り
、ま
ず
は「
母

核
」
と
呼
ば
れ
る
骨
格
を
製
造
し
、
母

核
に
対
し
て
「
側
鎖
」
を
化
学
的
に
修

飾
し
て
原
薬
を
製
造
し
、
注
射
に
使
用

す
る
た
め
に
最
終
的
に
原
薬
を
無
菌
化

し
た
上
で
製
剤
化
す
る
。

特
定
重
要
物
資
の
薬
価

　

２
０
２
２
年
の
厚
労
省
の
薬
事
工
業

生
産
動
態
統
計
に
よ

る
と
、
わ
が
国
で
生

産
さ
れ
て
い
る
医
療

用
医
薬
品
に
使
用
さ

れ
て
い
る
原
薬
の
約

４
分
の
３
が
海
外
で

生
産
さ
れ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。一
方
、

財
務
省
の
貿
易
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
１

８
年
か
ら
２
０
２
２

年
の
５
年
間
で
日
本

が
輸
入
し
た
抗
菌
薬

原
薬
の
半
分
弱
を
中

国
が
占
め
、
β
ラ
ク

タ
ム
系
抗
菌
薬
に
属

す
る
ペ
ニ
シ
リ
ン
系

抗
生
物
質
の
原
薬
に

し
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
に
つ
い
て
は
採

算
が
取
れ
る
よ
う
薬
価
を
見
直
し
た
上

で
国
産
化
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る

（
そ
の
後
、
２
０
２
２
年
３
月
に
感
染

症
関
連
学
会
はK

ey D
rug

の
対
象
と

す
べ
き
抗
菌
性
物
質
を
32
種
類
に
拡
大

し
て
い
る
）。

　

更
に
言
え
ば
、
抗
菌
性
物
質
以
外
に

も
、
国
内
で
は
も
は
や
原
薬
を
製
造
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
調
達
先
を
特
定
国
に

依
存
し
て
い
る
薬
剤
は
他
に
も
多
数
存

在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
厚
労
省
は

い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
調
査
を

通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
薬
剤
の
特
定
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、
セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
の

よ
う
な
事
例
が
再
び
顕
在
化
す
る
前
に

必
要
な
措
置
が
早
期
に
講
じ
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
米
国
で
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
の
命
を
受
け
て
、
保
健
省
の
傘
下
に

あ
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
（
事
前
準
備
と
対
応
に

関
す
る
次
官
補
局
）
が
、
２
０
２
２
年

５
月
に
中
国
へ
の
依
存
度
が
高
い
86
の

医
薬
品
を
最
重
要
医
薬
品
と
し
て
分
類

す
る
よ
う
提
言
し
た
（
表
２
）。
こ
れ

ら
の
医
薬
品
の
原
薬
に
つ
い
て
は
、
国

産
化
を
基
本
に
し
つ
つ
も
、
国
産
化
が

難
し
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
日
本
を
含

む
同
盟
国
か
ら
調
達
す
る
こ
と
を
レ

論評
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図３　抗菌薬供給停止の背景
図３ 抗菌薬供給停止の背景

少子・高齢化

先発企業による先発品の国内での生産停止

医療費削減に向けた薬価の引き下げ

医療費の増加

安価な生産を目的とした中国など海外への薬剤
生産拠点の移転と集中

海外での生産停止による日本への供給不足

出典：https://www.kansensho.or.jp/uploads/files/guidelines/1909_teigen.pdf（一部改変）出典：�https://www.kansensho.or.jp/uploads/files/guidelines/1909_
teigen.pdf（一部改変）
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ポ
ー
ト
で
提
唱
し
て
い
る
。

　

米
国
は
基
本
的
に
は
自
由
薬
価
の
国

で
あ
り
、
特
許
期
間
中
は
自
由
に
価
格

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
特
許
期
間
満
了
後
は
極
め
て
安
価

な
後
発
医
薬
品
が
市
場
を
席
巻
す
る
。

市
場
の
価
格
引
き
下
げ
要
請
に
応
え
る

た
め
、
後
発
品
の
原
薬
に
つ
い
て
、
特

定
の
国
（
イ
ン
ド
や
中
国
）
に
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
は

日
本
と
共
通
し
て
い
る
。
今
回
の
米
国

レ
ポ
ー
ト
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
由
市
場
が

分
断
し
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
原
薬
の
特

定
国
へ
の
過
度
な
依
存
を
引
き
下
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
自
国
ま
た
は
志
を

同
じ
く
す
る
西
側
の
同
盟
国
か
ら
の
調

達
に
切
り
替
え
て
い
く
」
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
ま
さ
し
く
わ
が
国
の
政
策
と

軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
日
米
共
通
の
課
題
は
、
自
国

で
製
造
す
る
医
薬
品
の
原
薬
は
相
当
程

度
、
高
価
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

い
わ
ば
脱
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

代
償
と
も
い
え
る
事
態
で
あ
る
。今
後
、

国
産
化
に
取
り
組
む
製
造
業
者
に
よ
る

原
価
低
減
の
努
力
や
コ
ス
ト
低
減
を
も

た
ら
す
新
た
な
製
造
技
術
の
研
究
開
発

へ
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
自
由
価
格
の
国
で
あ

れ
、
公
定
価
格
の
国
で
あ
れ
、
過
度
な

薬
価
抑
制
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同
様

の
問
題
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
を
含
め
西
側
諸
国
が
特
定
国
へ
の

依
存
度
を
低
減
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
は
志
を
同
じ
く
す
る
西
側
先

進
国
の
間
で
「
特
定
の
国
に
原
薬
の

ソ
ー
ス
を
依
存
し
て
い
る
医
薬
品
の
リ

ス
ト
」
を
作
成
・
共
有
し
、
こ
れ
ら
の

医
薬
品
の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
適

切
な
水
準
で
薬
価
の
設
定
を
行
い
、
そ

の
価
格
を
医
療
の
現
場
や
患
者
、
保
険

者
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
併
せ
て
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原

薬
を
自
前
で
製
造
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
極
め
て
非
効
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

米
国
の
レ
ポ
ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、

西
側
諸
国
で
そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め
て

製
造
し
、
そ
れ
ら
を
相
互
融
通
し
て
い

く
よ
う
な
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
空
洞
化
し
て
し
ま
っ
た
製
造

技
術
者
の
確
保
、
育
成
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
各
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
言

え
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
今
で
あ
れ

ば
１
９
９
０
年
代
ま
で
抗
菌
性
物
質
の

製
造
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
技
術
者

が
一
定
数
、
就
労
可
能
な
状
態
で
残
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
多
く
の
製
薬
企

業
が
抗
菌
性
製
剤
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
撤
退

し
て
以
降
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た

有
為
な
技
術
人
材
を
再
び
結
集
さ
せ
て

抗
菌
性
製
剤
の
製
造
に
携
わ
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
呼
び
か
け
を
官
民
挙
げ
て
行

う
こ
と
も
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
料
す
る
。

純
国
産
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
発
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
わ
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表１　関連学会が指定したKey Drug（2019 年）
選定された品目（一般名） 分類

①ペニシリンG ペニシリン系
②アンピシリンナトリウム／スルバクタム ペニシリン系
③タゾバクタム／ピペラシリン ペニシリン系
④セファゾリン セフェム系
⑤セフメタゾール セフェム系
⑥セフトリアキソン セフェム系
⑦セフェピム セフェム系
⑧メロペネム カルバペネム系
⑨レボフロキサシン ニューキノロン系
⑩バンコマイシン グリコペプチド系
※太字は特定重要物資に選定された抗菌性物質製剤
出典：https://www.kansensho.or.jp/uploads/files/guidelines/1909_teigen.pdf

表２　米国必須医薬品86品目のうち抗生物質・抗真菌薬
アンピシリン（静注） メロペネム（静注）
アジスロマイシン（静注） メトロニダゾール（経口／静注）
セフィピム（静注） ミカファンギン（静注）
セフタジジム（静注）／アビバクタム（静注） ペニシリンG（静注）
セフトリアキソン（静注） ピペラシリン／タゾバクタム（静注）
ダプトマイシン（静注） トブラマイシン眼科用液0.3％（液・局所用）
ドキシサイクリン（経口／静注） トリメトプリム／スルファメトキサゾール（経口）
フルコナゾール（経口／静注） バンコマイシン（経口／静注）
リネゾリド（静注） ボリコナゾール（静注）
出典：�https://www.armiusa.org/wp-content/uploads/2022/07/ARMI_Essential-Medicines_

Supply-Chain-Report_508.pdf
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が
国
で
は
純
国
産
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が

ひ
と
つ
も
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

と
は
対
照
的
に
米
国
の
動
き
は
極
め
て

迅
速
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
米
国

政
府
が
こ
れ
ま
で
国
家
を
挙
げ
て
積
極

的
に
感
染
症
と
向
き
合
っ
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
米
国
で
は
２
０
０
１
年
９
月

の
同
時
多
発
テ
ロ
な
ら
び
に
そ
の
１
週

間
後
に
発
生
し
た
炭
疽
菌
事
件
を
契
機

と
し
て
、
化
学
兵
器
、
生
物
兵
器
、
放

射
能
、
核
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
）
に
よ
る
脅
威

へ
の
対
策
の
必
要
性
が
重
要
課
題
と
し

て
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
流
れ
か
ら
２
０

０
４
年
７
月
にProject BioShield 

A
ct

が
署
名
さ
れ
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
の
危
機

に
対
す
る
医
薬
品
、
診
断
薬
、
医
療
機

器
の
開
発
を
進
め
る
企
業
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
備
蓄
を
進
め
る

た
め
に
10
年
間
に
わ
た
っ
て
56
億
ド
ル

（
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
５
８
８
０
億

円
）
を
拠
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
２
０
０
３
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重

症
急
性
呼
吸
器
感
染
症
）の
出
現
以
降
、

２
０
０
６
年
に
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
に
加
え

て
新
興
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
、

医
薬
品
等
の
研
究
開
発
を
支
援
す
る
組

織
と
し
て
、
前
述
の
保
健
省
の
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ｒ
傘
下
に
生
物
医
学
先
端
研
究
開
発
局

（
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
が
設
置
さ
れ
、
新
規

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
、
基
礎
研
究
か

ら
承
認
を
取
得
す
る
ま
で
の
費
用
を
補

助
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
の
拡
散
が
伝
え
ら
れ

て
ほ
ど
な
く
し
て
、
同
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
、
診
断
薬
等

に
対
し
て
広
範
に
支
援
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
支
援
策

は
「
ワ
ー
プ
・
ス
ピ
ー
ド
作
戦
」
と
称

さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
は
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
に
19
・
５
億
ド
ル
（
約
２
６
５

０
億
円
。１
ド
ル=

１
３
６
円
で
換
算
。

以
下
同
じ
）、
モ
デ
ル
ナ
に
24
・
８
億

ド
ル
（
約
３
３
７
０
億
円
）、
ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ
カ
に
12
億
ド
ル
（
約
１
６
３
０

億
円
）、
Ｊ
＆
Ｊ
に
15
億
ド
ル
（
約
２

０
４
０
億
円
）、
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
に
16

億
ド
ル
（
約
２
１
８
０
億
円
）
と
い
う

よ
う
に
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
て
巨
額
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ

の
ワ
ク
チ
ン
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
う
新
し

い
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
ナ

の
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
に
対
し
て

は
、
米
国
国
防
省
傘
下
の
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

か
ら
も
多
額
の
資
金
が
拠
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
、
公
衆
衛
生
と
国
防
の
両

観
点
か
ら
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
め
ら
れ

た
証
左
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
そ
の
後
、
す

べ
て
日
本
で
も
承
認
さ
れ
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
は
現
在

も
日
本
で
広
く
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
本

政
府
は
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
す

る
た
め
に
数
兆
円
の
費
用
を
支
払
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
米
国
は
ま

さ
し
く
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
結
果
、
自
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
制
御
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
巨
万
の
富
を

米
国
に
も
た
ら
せ
た
と
も
言
え
る
。
ま

た
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク

チ
ン
は
こ
れ
ま
で
使
用
経
験
の
無
い
新

規
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
緊
急
使
用
許
可
（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）
と
い
う

制
度
を
活
用
し
、
い
ち
早
く
使
用
を
許

可
す
る
こ
と
で
米
国
民
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
迅
速
に
行
き
わ
た
ら
せ
た
。
Ｅ
Ｕ

Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
の
承
認
審
査
の
仕
組

み
と
は
全
く
異
な
り
、
非
常
事
態
下
に

あ
っ
て
は
「
未
承
認
で
あ
っ
て
も
使
用

を
許
可
す
る
」
と
い
う
画
期
的
な
制
度

で
あ
り
、
２
０
０
５
年
に
は
法
令
が
整

備
さ
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
は

２
０
２
０
年
７
月
に
公
衆
衛
生
上
の

「
緊
急
事
態
」
が
宣
言
さ
れ
、
そ
の
５

か
月
後
に
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ

の
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
が
許
可
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
・
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
通
じ
た
巨
額
の
資
金
援
助
、
Ｅ
Ｕ

Ａ
に
よ
る
迅
速
な
使
用
許
可
が
実
現
し

た
の
は
、
平
時
か
ら
の
危
機
管
理
の
整

備
と
大
胆
か
つ
迅
速
な
意
思
決
定
を
下

し
た
米
国
の
強
力
な
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
に
お
け
る
対
応
は
米
国

よ
り
も
遥
か
に
後
手
を
踏
む
結
果
と

な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
行
政
に
お

け
る
暗
い
歴
史
が
影
を
落
と
し
て
い

る
。
日
本
で
は
１
９
９
０
年
代
ま
で
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
の
事
案

が
続
出
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
疹
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
風
疹
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

に
至
っ
て
は
被
害
者
に
よ
る
集
団
訴
訟

に
よ
っ
て
国
が
敗
訴
し
た
。
そ
の
後
、

行
政
も
国
民
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し

て
極
め
て
消
極
的
と
な
り
、そ
の
結
果
、

欧
米
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
は
接
種

で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態
（
い
わ
ゆ
る

ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
）
を
招
く
こ
と
と

な
る
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
（
２
０
０
３
年
）、
Ｈ
５
Ｎ
１
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
２
０
０
４
年
）

が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
と
揶
揄

さ
れ
る
に
至
っ
た
現
状
に
対
す
る
危
機

感
が
募
り
、
２
０
０
７
年
に
厚
労
省
よ

り
「
ワ
ク
チ
ン
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発

表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
官
民
共
同
で
の

新
規
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
通
じ
て
ワ
ク

チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
っ
て
い
く

必
要
性
が
謳
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
０

０
９
年
に
Ｈ
１
Ｎ
１
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
日
本
で
も
蔓
延
し
た
こ
と
を
受

け
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
・
製
造
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ

た
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
終
焉

と
共
に
新
興
感
染
症
に
対
す
る
国
の
取

り
組
み
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
く
。

２
０
１
２
年
に
中
東
で
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中

東
呼
吸
器
症
候
群
）が
発
生
し
た
際
に
、

日
本
国
内
で
も
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
関
す
る
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当

て
た
研
究
者
が
い
た
が
、
研
究
開
発
に

関
す
る
国
の
支
援
が
途
切
れ
た
た
め
、

臨
床
試
験
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
金

が
認
可
さ
れ
ず
、
２
０
１
８
年
の
時
点

で
、
そ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
国
内
に
お
け
る
研
究
開
発
は
頓
挫
し

た
。
一
方
、
前
述
の
通
り
米
国
で
は
同

じ
時
期
に
モ
デ
ル
ナ
社
が
米
国
政
府
か

ら
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
研
究

開
発
支
援
を
受
け
続
け
、
そ
の
取
り
組

み
が
結
実
し
て
２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
製
品
化
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

新
規
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
支
援
に
対
す
る

政
府
の
考
え
方
や
具
体
的
な
対
応
策
に

つ
い
て
は
日
米
で
極
め
て
対
照
的
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
・
生
産
体
制
強
化
対
策

　

コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

た
２
０
２
１
年
６
月
に
政
府
は
「
ワ
ク

チ
ン
開
発
・
生
産
体
制
強
化
戦
略
」
を

閣
議
決
定
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
迅
速
な
開

発
・
供
給
を
可
能
と
す
る
体
制
の
構
築

の
た
め
に
必
要
な
政
策
を
公
表
し
た

（
図
４
）。

　

ま
た
、
同
月
に
出
さ
れ
た
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
（
い
わ
ゆ
る

骨
太
の
方
針
）
で
も
「
国
産
ワ
ク
チ
ン

の
研
究
開
発
体
制
・
生
産
体
制
の
強
化
」

が
謳
わ
れ
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
か
ら
国
産
ワ
ク
チ
ン
の

生
産
設
備
の
整
備
や
国
産
ワ
ク
チ
ン
の

国
内
開
発
に
対
し
て
補
助
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
併
せ
て
、
経
済

産
業
省
か
ら
も
有
事
に
お
け
る
ワ
ク
チ

ン
供
給
能
力
の
確
保
の
た
め
に
い
わ
ゆ

る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
設
備
（
平
時
は
企

業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
製
品
を
製
造
す

る
一
方
、
有
事
に
は
政
府
が
指
定
す
る

ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
と
い
う
も
の
）

の
整
備
に
対
し
て
補
助
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
研
究
開
発
拠
点
を
形
成
す

る
た
め
に
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
に
先
進
的
研
究

開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）

が
設
置
さ
れ
、「
ワ
ク
チ
ン
・
新
規
モ

ダ
リ
テ
ィ
研
究
開
発
事
業
」、「
ワ
ク
チ

ン
開
発
の
た
め
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
開
発
拠
点
形
成
事
業
」
の
た
め
の

基
金
が
造
成
さ
れ
た
。
更
に
は
、
治
療

薬
や
ワ
ク
チ
ン
を
迅
速
に
承
認
で
き
る

よ
う
、
薬
機
法
が
改
正
さ
れ
、
緊
急
承

認
制
度
が
わ
が
国
で
も
導
入
さ
れ
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
有
効
性
が
類
推
さ
れ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
い
ち
早
く
こ
れ
ら

の
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
を
承
認
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
米

国
か
ら
大
き
く
後
れ
を
取
り
な
が
ら
も

ワ
ク
チ
ン
の
研
究
、
開
発
、
製
造
の
た

め
の
制
度
は
整
え
ら
れ
た
が
、
海
外
実

施
の
臨
床
試
験
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い

国
産
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
は
実
質
的
に

は
有
効
性
を
検
証
す
る
第
三
相
臨
床
試

験
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
開
発

期
間
の
大
き
な
短
縮
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
結
果
と
し
て
未
だ
、
純
国
産
の
ワ

ク
チ
ン
は
承
認
さ
れ
て
い
な
い
（
表

３
）。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
の
よ
う
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
再
び
世
界
で
同
時
発
生
し
た

場
合
、
各
国
と
も
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
は
自
国
を
優
先
す
る
こ
と
は
自

明
で
あ
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
教
訓

と
し
て
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
新
興

再
興
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
研

究
開
発
を
加
速
さ
せ
、
最
速
で
国
民
に

十
分
な
数
量
の
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
で
き
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ワクチン開発・生産体制強化戦略

経済財政運営と改革の基本方針2021

2021年6月1日閣議決定

2021年6月18日閣議決定

効果的な治療法、国産治療薬の研究開発・実用化の支援及び国産ワクチン
の研究開発体制・生産体制の強化を進めるとともに、新たな感染症に備え、
国内のワクチン開発・生産体制の強化のため、「ワクチン開発・生産体制
強化戦略」を着実に推進する。

これまでに措置した⼤規模なワクチン製造設備の平時における臨機応変な
活用と、そのために必要な施設改修の支援を実施する。その上で、有事に
おけるワクチン供給能⼒の確保に必要な範囲で、新設するバイオ医薬品製
造設備については、有事にワクチン製造に転用するデュアルユース設備を
構築し、平常時からの技術・⼈材等の確保を⾏う。

p03-12_論評_田前先生_抜刷_CC2022.indd   8p03-12_論評_田前先生_抜刷_CC2022.indd   8 2023/04/14   6:23:292023/04/14   6:23:29



る
よ
う
な
体
制
を
確
立
・
定

着
さ
せ
る
こ
と
を
切
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

薬
剤
耐
性
菌
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）

対
策

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
と
同
様

に
今
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
み

を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
領
域
と
し
て
薬
剤
耐
性
を

有
す
る
細
菌
に
対
す
る
新
規

抗
菌
薬
の
開
発
が
挙
げ
ら
れ

る
。
１
９
８
０
年
以
降
、
世

界
的
に
抗
生
物
質
が
多
用
さ

れ
、
病
院
内
を
中
心
に
既
存

の
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
細

菌
が
蔓
延
し
て
い
る
。
英
国

の
医
学
雑
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト

（
２
０
２
２
年
１
月
19
日
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
報
告
に
よ
る

と
、「
２
０
１
９
年
に
世
界

で
Ａ
Ｍ
Ｒ
が
直
接
の
死
因
と

な
っ
た
症
例
は
１
２
７
万
人

に
の
ぼ
り
、
こ
の
数
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
よ
る
死
者
86
万
人
、
マ

ラ
リ
ア
に
よ
る
死
者
64
万
人

を
大
き
く
上
回
る
」と
い
う
。

ま
た
、
世
界
に
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
脅

威
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
２
０
１
６
年
の
英
国
の
オ

ニ
ー
ル
レ
ポ
ー
ト
が
有
名
で
あ
る
が
、

そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
「
２
０
１
３

年
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
死
者
は
70
万
人
、

こ
の
ま
ま
対
策
を
せ
ず
に
状
況
を
放
置

す
る
と
２
０
５
０
年
に
は
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
よ

る
死
者
は
１
０
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
」

と
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
の
段
階
の

死
者
数
は
本
レ
ポ
ー
ト
の
ト
レ
ン
ド
に

符
合
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
蔓
延
は
い

ま
や
サ
イ
レ
ン
ト
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
あ

る
い
は
隠
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
称
さ

れ
る
事
態
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
５
月
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
総
会
で
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
関

す
る
国
際
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
、
加

盟
国
は
２
年
以
内
に
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
関
す
る

国
家
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
も
同
年
11
月
に
「
薬
剤
耐

性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

設
置
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
「
国
際
的

に
脅
威
と
な
り
う
る
感
染
症
対
策
関
係

閣
僚
会
議
」
の
枠
組
み
の
下
に
「
薬
剤

耐
性
に
関
す
る
検
討
調
整
会
議
」
が
設

置
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
６
年

か
ら
の
５
年
間
に
お
い
て
集
中
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
「
薬
剤
耐
性

（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が

制
定
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
強
化
、

Ａ
Ｍ
Ｒ
に
対
す
る
啓
発
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
を
拡

大
さ
せ
な
い
た
め
の
抗
菌
薬
の
適
正
使

用
の
推
進
に
加
え
、「
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
治
療

薬
の
開
発
の
推
進
」
も
掲
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
治
療
薬
の
開
発
は

遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、
現
在
、

日
本
企
業
が
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
Ａ
Ｍ
Ｒ
用
の
抗
菌
剤
は
わ
ず
か
に

４
剤
で
あ
る
（
表
４
）。

　

Ａ
Ｍ
Ｒ
用
の
抗
菌
剤
は
採
算
性
の
観

点
か
ら
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
と
い

う
、
開
発
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
ジ

レ
ン
マ
が
あ
る
。
実
際
、
わ
が
国
の
抗

菌
薬
市
場
の
規
模
は
１
９
８
９
年
の
９

６
５
５
億
円
か
ら
２
０
１
８
年
に
は
２

１
９
５
億
円
と
４
分
の
１
以
下
ま
で
縮

小
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
Ａ
Ｍ

Ｒ
は
抗
生
物
質
の
多
用
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
仮
に
Ａ
Ｍ
Ｒ

用
抗
菌
剤
が
承
認
を
取
得
し
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
厳
格
な
制

限
が
課
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
仮
に
高
い

薬
価
が
付
い
た
と
し
て
も
企
業
は
販
売

促
進
活
動
を
許
さ
れ
ず
、
売
上
は
殆
ど

期
待
で
き
な
い
た
め
、
開
発
費
や
減
価

償
却
費
す
ら
回
収
で
き
な
い
事
態
と
な
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表３　わが国におけるコロナワクチン開発状況
承認済

海外企業（モダリティ） 国内承認状況 BARDAによる補助金支給額
ファイザー（mRNAワクチン） 2021年２月14日承認取得 19.5億ドル（約2,650億円）
モデルナ（mRNAワクチン） 2021年５月21日承認取得 24.8億ドル（約3,370億円）
アストラゼネカ（ウイルスベクターワクチン） 2021年５月21日承認取得 12億ドル（約1,630億円）
ジョンソンエンドジョンソン（ウイルスベクターワクチン） 2022年６月20日承認取得 15億ドル（約2,040億円）
ノババックス（組換えタンパクワクチン） 2022年４月19日承認取得 16億ドル（約2,180億円）
開発中

国内企業（モダリティ） 国内開発状況 AMEDによる補助金支給額
塩野義製薬（組換えタンパクワクチン） 2022年11月承認申請 477億円
第一三共（mRNAワクチン） 2023年１月承認申請 296億円
KMバイオロジクス（不活化ワクチン） 申請準備中 285億円
ARCALIS ／ Meiji�Seikaファルマ（レプリコンワクチン）申請準備中 （未公表）
VLPセラピューティクス（レプリコンワクチン） 第2相試験実施中 183億円
出典：https://www.medicalcountermeasures.gov/app/barda/coronavirus/COVID19.aspx
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00223.html
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る
。
米
国
で
も
政
府
の
支
援
を
得
て
Ａ

Ｍ
Ｒ
用
新
規
抗
生
物
質
の
開
発
に
成
功

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
上
市
後
に
倒

産
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
用
抗
菌
薬
の
開
発
を
促
す

た
め
に
は
プ
ッ
シ
ュ
型
、
プ
ル
型
の
両

面
か
ら
の
財
政
支
援
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
た
、
耐
性
菌
の
型
は
国
や
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
と
言
わ
れ
、
特
定
の

Ａ
Ｍ
Ｒ
が
世
界
同
時
に
多
発
的
、
爆
発

的
に
流
行
す
る
可
能
性
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
難
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
用
抗
菌
剤
の
供
給

は
各
国
と
も
自
国
第
一
主
義
を
貫
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
広
範
な
耐

性
菌
を
カ
バ
ー
で
き
る
様
々
な
抗
菌
剤

を
可
能
な
限
り
幅
広
く
自
国
内
で
開

発
、
生
産
、
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
不

測
の
事
態
へ
の
備
え
と
し
て
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

採
算
に
乗
ら
な
い
医
薬
品
の
開
発
を

促
進
す
る
に
は
、
ま
ず
開
発
費
用
や
製

造
設
備
に
対
し
て
金
銭
的
補
助
を
行
う

プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
わ
が
国
で

は
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
十

分
に
手
当
て
さ
れ
て
い
な
い
。
新
規
抗

菌
剤
の
開
発
に
は
一
症
例
あ
た
り
１
５

０
０
万
円
程
度
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と

さ
れ
、
仮
に
１
０
０
０
例
規
模
の
臨
床

試
験
を
行
う
と
す
れ
ば
１
５
０
億
円
の

資
金
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
抗
菌
薬

の
多
く
を
占
め
る
β
ラ
ク
タ
ム
系
抗
菌

薬
は
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
で
あ
り
、
交
叉

汚
染
を
防
ぐ
観
点
か
ら
専
用
の
製
造
設

備
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
失
敗
の
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る

と
、「
承
認
を
取
得
し
た
後
に
一
定
の

収
入
を
保
証
す
る
と
い
う
仕
組
み
」
だ

け
で
は
、
企
業
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
前

述
（
表
４
）
の
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ 

Ｓ
ｅ
ｉ

ｋ
ａ
フ
ァ
ル
マ
の
ナ
キ
ュ
バ
ク
タ
ム
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
国
際
臨
床
試
験
の

第
三
相
に
あ
る
が
、
治
験
薬
の
原
薬
、

製
剤
の
製
造
を
欧
州
の
複
数
の
Ｃ
Ｍ
Ｏ

に
委
託
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
、
承
認
を
取
得
し
た
後

に
あ
っ
て
は
、
日
本
国
内
で
出
発
物
質

か
ら
原
薬
、
製
剤
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
製
造
で
き
る
よ
う
製
造
設
備
を
整

備
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
国
に
よ
る
支
援
が
期
待
さ
れ

る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
１
９
９
０
年
代
ま

で
、
日
本
の
製
薬
企
業
は
世
界
の
抗
菌

薬
の
開
発
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
多
く
の
製
薬
企
業
が
抗
菌
薬
か

ら
撤
退
し
て
い
く
中
、
今
一
度
、
企
業

の
開
発
意
欲
を
高
め
る
施
策
が
不
可
欠

で
あ
る
。

プ
ル
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

Ａ
Ｍ
Ｒ
用
抗
菌
剤
は
需
要
予
測
が
困

難
で
あ
り
、
耐
性
菌
の
発
生
の
度
合
い

と
当
該
抗
菌
薬
の
適
用
患
者
数
に
よ

り
、
１
本
あ
た
り
の
製
造
原
価
、
売
上

原
価
が
大
き
く
変
動
す
る
。
使
用
数
が

数
例
に
留
ま
る
年
も
あ
れ
ば
、
耐
性
菌

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
際

に
は
数
千
例
、
数
万
例
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
製
品
の
原
価
に

基
づ
い
て
薬
価
を
算
定
す
る
に
せ
よ
、

そ
の
原
価
は
製
造
す
る
本
数
に
よ
り
大

き
く
変
動
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｍ
Ｒ

用
抗
菌
剤
に
つ
い
て
は
現
行
の
薬
価
基

準
制
度
の
下
で
は
薬
剤
の
価
値
に
見

合
っ
た
適
切
な
評
価
を
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
む
し
ろ
使
用
本
数
の
多
寡

を
考
慮
し
つ
つ
、
製
薬
企
業
に
一
定
の

収
入
を
別
途
保
証
す
る
仕
組
み
を
ビ
ル

ト
イ
ン
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。実
際
、

日
本
に
先
駆
け
て
英
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
承
認
を
取
得
し
た
塩
野
義
製
薬
の

セ
フ
ィ
デ
ロ
コ
ル
に
つ
い
て
は
、一
切
、

宣
伝
活
動
を
行
わ
な
い
前
提
で
一
定
の

収
入
保
証
を
受
け
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
サ
ブ
ス
ク
契
約
を
英
国
政
府
と
の
間

で
交
わ
し
て
い
る
。
日
本
政
府
も
来
年

度
、
11
億
円
の
予
算
を
手
当
て
し
て
、

抗
菌
薬
確
保
支
援
事
業
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
同
事
業
の
中
で
最
適
な
プ
ル
型

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策
を
考
案
い
た
だ
き

� 社会保険旬報　No.2888  2023. 4. 11 10

表４　国内企業が研究開発を行っている AMR 用抗菌剤
日本の製薬企業数社が薬剤耐性菌をターゲットとした新規抗菌薬の開発に携わっ
ているが、採算性が見込めず、承認を取得できたとしても長期にわたって安定供
給できるとは限らない。

一般名 系列 開発企業 ステータス

セフィデロコル シデロフォアセ
ファロスポリン 塩野義製薬 国内申請中、欧

州承認取得

ソリスロマイシン（T-4288）フルオロケトライド
富士フイルム
富山化学 国内申請中

ナキュバクタム（OP-0595）βラクタマーゼ阻害剤
Mei j i � Se ika
ファルマ 国際第三相試験

KSP-1007 βラクタマーゼ
阻害剤 住友ファーマ 米国第一相試験

出典：日本製薬工業協会ホームページ、各社決算補足資料
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た
い
。

　

近
い
将
来
、
従
来
の
抗
生
物
質
が
全

く
効
か
な
い
悪
魔
の
菌
が
現
在
よ
り
も

更
に
深
刻
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
惹
起
さ

せ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
仮
に
そ

う
い
っ
た
事
態
に
陥
っ
た
場
合
、
世
界

は
有
効
な
新
規
抗
生
物
質
の
獲
得
を

巡
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
わ
が
国
は
２
０
２
３
年
か

ら
２
０
２
７
年
に
か
け
て
の
新
た
な
Ａ

Ｍ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た

が
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

も
国
産
の
新
規
抗
生
物
質
を
開
発
・
生

産
で
き
る
体
制
を
早
急
に
整
備
し
、
企

業
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　

岸
田
首
相
は
英
国
医
学
雑
誌
ラ
ン

セ
ッ
ト
の
１
月
28
日
号
に
「
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
将
来
の
健
康

危
機
が
発
生
す
る
前
に
、
研
究
開
発
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
能
力
を
支
援
し
、

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
国
際

社
会
は
、
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ

Ｒ
）
や
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯

病
（
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
）
な
ど
、
現

在
進
行
中
の
保
健
課
題
に
対

処
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
論
文
を
投
稿
し
て
い
る
。

来
る
５
月
に
長
崎
で
開
催
さ

れ
る
保
健
大
臣
会
合
、
そ
れ

に
引
き
続
き
広
島
で
開
催
さ

れ
る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
と
し
て
、
日
本
の
視
点
の

み
な
ら
ず
世
界
的
な
視
点
か

ら
新
た
な
Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
の
方

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
見
た
抗
菌
薬
等
の
国
産
化
の
必
要

性
、
新
興
再
興
感
染
症
に
対
す
る
純
国

産
ワ
ク
チ
ン
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
用
抗
菌
剤
に
対

す
る
開
発
・
製
造
・
安
定
供
給
に
係
る

国
家
支
援
の
必
要
性
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
は
不
測
の
事
態
に
備
え
て

平
時
か
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
る
。
昨
年
12
月
16
日
に
安
全

保
障
３
文
書
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
わ
が
国
の
国
家
安
全
保
障
に

関
す
る
基
本
方
針
で
あ
る
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」
に
お
い
て
、
国
防
の
観
点

か
ら
の
感
染
症
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
図
５
）。
そ
の

中
で
「
同
盟
国
・
同
志
国
や
国
際
機
関

等
と
連
携
し
つ
つ
、（
中
略
）
医
薬
品

を
含
む
感
染
症
対
策
物
資
を
確
保
す

る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
筆
者
が
本
稿
の
「
経
済
安
全
保

障
と
抗
菌
性
物
質
製
剤
」
の
項
で
触
れ

た
必
須
医
薬
品
の
相
互
融
通
の
考
え
方

と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
感

染
症
危
機
に
対
す
る
司
令
塔
機
能
の
強

化
に
取
り
組
む
」
と
も
さ
れ
て
お
り
、

本
年
秋
に
は
内
閣
府
に
感
染
症
対
策
の

司
令
塔
と
し
て
「
感
染
症
危
機
管
理
統

括
庁
」
が
設
立
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
国
を
挙
げ
て
の
対
策
の
強
化
を

期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
米
国
で
は
不
測
の
事
態
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
限
ら
ず
ハ
リ
ケ
ー
ン
な

ど
の
自
然
災
害
、
生
物
・
化
学
・
核
兵

器
を
使
用
し
た
テ
ロ
や
戦
争
の
勃
発
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
を
念
頭
に
置
い
て

必
要
な
対
策
を
省
庁
横
断
的
に
講
じ
て

い
る
。
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、

わ
が
国
で
は
次
の
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

が
30
年
以
内
に
起
こ
る
確
率
が
70
％
と

言
わ
れ
、
想
定
さ
れ
る
死
者
は
20
万
人

と
も
30
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
の
緊
急
医
薬
品
の
備
蓄
や
供
給
網

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
日
的
な
視

点
で
再
考
す
る
時
期
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

不
測
の
事
態
に
直
面
し
た
時
に
、
国

民
、
患
者
が
必
要
と
す
る
医
薬
品
を
常

に
開
発
、
製
造
、
供
給
し
続
け
る
こ
と

は
製
薬
企
業
の
使
命
で
あ
り
、
我
々
と

し
て
も
わ
が
国
の
危
機
管
理
に
お
い
て

貢
献
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
関
係
者
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
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図５　安全保障の観点からの感染症対策図５ 安全保障の観点からの感染症対策

国家安全保障戦略（抜粋） 2022年12月16日閣議決定

Ⅳ 我が国を取り巻く安全保障環境と我が国の安全保障上の課題
我が国の安全保障上の目標を定めるに当たり、我が国を取り巻く安全保障環境と我が国

の安全保障上の課題を以下に示す。

２戦略的なアプローチとそれを構成する主な⽅策
⑺国際社会が共存共栄するためのグローバルな取組
イ 地球規模課題への取組

（前略）
感染症対策を含む国際保健が、経済・社会のみならず安全保障上の大きなリスクを包含

する国際社会の重要課題であることを⼗分認識し、同盟国・同志国や国際機関等と連携し、
新型コロナウイルスへの対応の経験を踏まえ、将来の感染症危機に対する予防、備えと対
応を平素から万全にする。その際、同盟国・同志国や国際機関等と連携しつつ、感染症危
機の初期段階から、国内における確実な医療の提供や、医薬品を含む感染症対策物資を確
保できるようにしつつ、科学的知⾒等に基づく感染症対応能⼒の強化等に取り組む。そし
て、感染症危機に対応する司令塔機能の強化に取り組む。また、途上国等の感染症対応能
⼒強化に資する保健システムや国際的な枠組みの強化等に取り組む。（下線は筆者）
そして、より強靭、より公平で、より持続可能なユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）の実現に向けた国際的な取組を主導していく。（以下、略）
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